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第１延長（後半）

　大崎電気のスローオフで試合がスタート。大崎電気が6番豊田のサイド
シュート、24番信太のステップシュートで２点先行するも、トヨタ車体も3
番石戸、4番熊谷の得点などで応戦。準決勝にふさわしい1点を争う好ゲーム
となる。抜け出したい大崎電気であったがトヨタ車体21番甲斐のファイン
セーブに阻まれ、なかなかリードを広げることができない。追いつきたいト
ヨタ車体は18番崎前の得点で同点、前半14分には20番渡部の得点でとうと
う逆転に成功する。トヨタ車体はこの勢いのままにリードを広げ、22分には
１５－１０とし、この試合最大の5点差をつける。このままトヨタ車体のペー
スのまま試合が進むと思われたが、大崎電気は7番宮崎を中心に攻撃を組み立
て徐々に追い上げを見せる。前半終了間際に大崎電気３番小澤のサイド
シュートが決まり、17-16と1点差まで追い上げ前半を終了する。
　後半開始早々に大崎電気25番元木の速攻が決まり、17-17の同点とな
る。しかし、後半3分過ぎ、24番信太、6番豊田が続けて退場。トヨタ車体
は相手2人の退場をきっかけに数的有利をうまく攻め、3番石戸の得点などで
22-18とし、4点差までリードを広げる。流れを変えたい大崎電気はディ
フェンス時に11番馬場を投入、トヨタ車体のパスワークを乱しにかかる。こ
の後、大崎電気は徐々に追い上げを見せ、24番信太の得点で27-27の同点
に追いつく。対するトヨタ車体も3番石戸の連続得点などでリードは譲らな
い。一進一退の攻防が続いたが、後半26分大崎電気がとうとう逆転に成功。
しかし、トヨタ車体もすぐさま追いつく。そして、ラスト16秒、33-33の
同点の場面で大崎電気がタイムアウト。最後に7人攻撃で得点を狙う。延長戦
かと思われたラスト1秒、大崎電気17番植垣の得点が決まり、大崎電気が決
勝進出を決めた。
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